
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内部に複数の伝熱管の が配置され 冷却媒体が 束の周囲を流れ 胴と、
前 伝熱管 暖媒体供給用 に開口 る管板と、

管板から距離をおいて設けられ、前記伝熱管を支持し、かつ、同伝熱管 貫通 る支持
板と、

支持板の 記管板に面する側で 同支持板と 伝熱管との間にそれぞれ取付けられ、か
つ、前記冷却媒体の通過を許す孔を す リング とを備えたことを特徴とする暖
媒体の冷却装置。
【請求項２】
前記伝熱管のそれぞれが螺旋状に形成され、管寄せに連結されていることを特徴とする請
求項１に記載の暖媒体の冷却装置。
【請求項３】
前記 が厚い断熱材層を備えたことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の暖媒体の
冷却装置。
【請求項４】
前記 のそれぞれが前記支持板に強固に溶接されていることを特徴とする請求項１ないし
請求項３のいずれか に記載の暖媒体の冷却装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【産業上の利用分野】
出願人によって供給されている装置のうちで、流体、例えば熱い気体を冷却する装置は市
場に大規模に供給されており、例えば石油会社で実際に用いられているもののように、ガ
ス化プロセス等に適用されている。
【０００２】
【従来の技術】
このような装置のうちで公知のものが出願人による米国特許公報（及び対応する特許）Ｕ
Ｓ－Ａ－４．２４５．６９６に記述されている。これらの公知の冷却装置について、実用
上、多くの問題が生じており、次に記すものは最も重要な問題になっている。
（１）　冷水流における不具合として、冷却媒体としての水が沸騰して、冷却媒体の能力
が著しく低下することがある。
（２）　冷却装置の製造工場或は修理工場への出し入れの間だけでなく、特に冷却水流の
中断その他の不具合に伴って生ずる温度の変動下において、比較的厚い金属部品における
引張応力（ｔｅｎｓｉｏｎ）　に起因して、更に
（３）　或る種の金属部品については絶対温度値が高い値に達するので、
摩耗及び裂けが発生する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、前記のような、多管式熱交換器としての冷却装置において、前記従来の技術に
おける問題点を解決しようとするものである。
すなわち、本発明が解決しようとする課題は、該冷却装置において、伝熱管の被支持部付
近での冷却媒体或いはその蒸気の流通不整を防ぎ、同付近における部品の熱応力上昇を防
ぐことである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
内部に複数の伝熱管の が配置され 冷却媒体が 束の周囲を流れ 胴と、
前 伝熱管 暖媒体供給用 に開口 る管板と、

管板から距離をおいて設けられ、前記伝熱管を支持し、かつ、同伝熱管 貫通 る支持
板と、

支持板の 記管板に面する側で 同支持板と 伝熱管との間にそれぞれ取付けられ、か
つ、前記冷却媒体の通過を許す孔を す リング とを備えたことを特徴とする暖
媒体の冷却装置を本発明は提供する。
【０００５】
伝熱管と支持板との間のリング状の隙間が拡大できるということによって、本発明による
冷却装置は前述の問題の一つ以上を解決する。
なぜなら、不必要な蒸気を運び去ることが促進され、前記伝熱管の入口側前部において熱
によって生ずる引張応力　（ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ　ｔｅｎｓｉｏｎ）、すなわち前記
伝熱管の、前記支持板を通り抜ける箇所に同支持板の裏側（管板に面する側）付近で形成
される引張応力が低められるからであり、該前部における熱引張応力（ｔｈｅｒｍａｌ　
ｔｅｎｓｉｏｎ）　は半分以下に減らされ得る。
前記支持板の後側で溶接することが避けられる、すなわち、伝熱管を更に密に配列するこ
とができ、伝熱管（入口側）相互間の、支持されていない領域を小さくできる。なぜなら
、前記入口側前部は、より薄く作ることができ、前記入口側前部の熱い側で更に低い絶対
温度を可能にするからである。
【０００６】
本発明の更なる利点、特徴及び詳細は、本発明の好ましい実施例についての、添付図面を
参照した以下の説明に照らして明らかとなろう。
【０００７】
【実施例】
本発明による装置の第１の好ましい実施例（図１）は、螺旋状の伝熱管の束を内部に配設
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した胴１を備えている。この胴１には冷却媒体の出口３が設けられている。伝熱管２は、
気体の排出管５に連結された、いくつかの管寄せ（ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ　ｈｅａｄｅｒ
ｓ）４に取り付けられている。伝熱管２は補強された支持板７で支持され、支持板の孔６
を貫通して突出している。伝熱管２の端部は管板８に強固に取り付けられ、該管板８は、
支持板７に例えば溶接継手９によって強固に溶接されている。同支持板７は、胴１に溶接
されている。溶接が容易であるように、伝熱管２は、好ましくは管板８の反対側に管側か
ら溶接される。
【０００８】
前記支持板７は更に容器１０に強固に取り付けられ、同容器１０は暖気体のための室１１
を内包している。この室１１は、暖気体の供給口１２を備え、内面が断熱材の厚い層で覆
われ、同断熱材も又、容器１０が気体圧に対し十分に抵抗できるように役立っている。
【０００９】
管板８と支持板７との間の領域Ｓにおいて冷却媒体が充分な量だけ（矢印Ｆ）流れるよう
に、管板８に面する方で、孔２１を有するリング２０が又、伝熱管２と支持板７との間に
取り付けられている。
比較的大きい断面を有し、支持板７に強固に溶接された管１５を通じて冷却媒体は支持板
を通り抜け、管板８に固着した管端部の近くの開口１６を通って前記領域Ｓに送り込まれ
る。
【００１０】
本発明の第二の好ましい実施例（図３及び図４）において、冷却媒体は管板３２と支持板
３３との間の領域に接続管３１から導入され、接続排出管３４を経て熱交換器３５から送
り出される。
暖い、或いは熱い気体は接続管３６を経て導入され、まっすぐな伝熱管３７を経て前記領
域及び残った部分を通過し、熱交換器３５から導き去られ、接続排出管３９から排出され
る。
前記伝熱管３７はリング３８によって支持板３３の中において、管板３２に面する側で強
固に保持されており、同リング３８は、好ましくは支持板３３に溶接されている。
【００１１】
請求される権利は、本明細書に記述され、かつ、図面に示された前述の実施例によって定
められるものではなく、特許請求の範囲によって定められる。
【００１２】
【発明の効果】
本発明は前記「課題を解決するための手段」に記された構成を有するので、支持板におけ
る伝熱管貫通部付近に冷却媒体或いはその蒸気が停滞せず、従って冷却装置の冷却能力の
低下が防がれ、前記貫通部付近で伝熱管或いは支持板における熱応力が従来のものに比べ
て著しく低下させられ同装置の寿命がのびるという、すぐれた効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の好ましい実施例の、一部を破断して断面を示した側面図である。
【図２】図１にＩＩで示す部分の詳細を示す一部破断側面図である。
【図３】本発明の装置の第二の好ましい実施例を、一部を破断して示す斜視図である。
【図４】図３においてＩＶで示す一点鎖線に沿ったＩＶ矢視の一部詳細図である。
【符号の説明】
１　胴
２　伝熱管
３　出口
４　管寄せ
５　排出管
６　孔
７　支持板
８　管板
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９　溶接接手
１０　容器
１１　室
１２　供給口
１５　管
１６　開口
２０　リング
２１　孔
３１　接続管
３２　管板
３３　支持板
３４　接続排出管
３５　熱交換器
３６　接続管
３７　伝熱管
３８　リング
３９　接続排出管
Ｆ　矢印
Ｓ　領域
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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